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第 26 回日本ペインリハビリテーション学会学術大会

運動機能領域　今井　亮太

2022 年 6 月 11 日 12 日、第 26 回日本ペインリハ
ビリテーション学会学術大会が開催されました。ペ
インリハビリテーション学会は、痛みのリハビリ
テーションや研究に携わる多領域の医療従事者およ
び研究者が集まり、痛みとそのリハビリテーション
を科学的な面から追求し、その活動を通じて国民に
とって有益な医療の発展を図ることを目指していま
す。また、その成果を社会に広く啓発すると同時に
そのリハビリテーションを担う人材を育成し、国内
外の本分野の医療・研究の指導的な役割を果たすこ
とを目指す学会です。

第 26 回日本ペインリハビリテーション学会学術大
会は、コロナ禍後初の対面学会となりました。多く
の学会が未だにオンラインで開催されている中の対
面での学会開催であり、多くの人が参加されていま
した。

私もこの学会に参加して演題を発表しました。演
題名は、「人工膝関節全置換術後患者の階段昇降時
の恐怖回避思考軽減を目的とした Virtual Reality

（VR）アプローチ」であり、病院勤務の理学療法士
と VR システムの開発に携わっている広島大学工学
部栗田教授との共同研究です。この研究のポイント
は、人工膝関節全置換術後患者の運動障害として、

階段昇降が挙げられること、そしてその階段昇降時
の運動障害に恐怖心が関与していることです。この
恐怖心は、階段昇降時に痛みが生じるかもしれない
との恐怖から協調的なかつ適切な筋活動を得ること
ができないことが原因と言われています。つまり、
恐怖を惹起しない状況下で階段練習を行うことがで
きれば、実際の階段昇降練習で恐怖心を惹起せず
に、運動障害が引き起こされないのではないかとい
う仮説を検証しようとするものです。階段昇降を練
習する前に VR を実施する群と VR を実施しないコ
ントロール群に振り分けました。VR は、足踏みす
るだけであたかも階段昇降が行えているかのような
経験ができるように作成されています。2 群比較の
評価項目として、階段昇降時の関節の安定性を評価
しました。この関節の安定性は、階段昇降時にジャ
イロセンサー（myoMOTION）を装着し算出しまし
た。その結果、コントロール群と比較して VR 群の
階段昇降時の関節が有意に安定していたことが示さ
れました。つまり、階段昇降練習前に、VR を用い
た仮想空間内での階段昇降練習は、運動学的データ
に影響を及ぼすことが示され、実際の階段練習に汎
化できる可能性が示唆されました。


